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１. 前回までのおさらい

1.1 国道138号拡幅に伴う周辺地域まちづくり検討委員会の開催経緯、今回の議論内容及び次回以降の予定

本検討委員会では、富士吉田市景観計画を踏まえた国道138号（新屋拡幅）及び周辺道路の整備に関する方針及び道路占用の許可基準、また、景観重要公共施設の指定に向けた取組み
について議論を行ってきた。また、世界遺産構成資産に対するまちづくりの対応状況等を踏まえながら、重点検討区間に位置付けた「浅間神社前エリア」と「リフレふじよしだ周辺エ
リア」における沿道まちづくりと道路空間との一体的な整備の考え方や具体的な整備内容について議論を行ってきた。
第7回検討委員会では、重点検討区間②の整備状況、重点検討区間①の沿道まちづくりの対応状況、及び世界遺産構成資産への対応について報告するとともに、国道138号新屋拡幅の

整備順序について議論を行うものである。

第７回(今回)
検討委員会
R5.3.30(予定)

第２回
検討委員会
H26.3.25

第５回
検討委員会
H30.2.27

第４回
検討委員会
H28.3.2

第３回
検討委員会
H26.11.19

第1回
検討委員会
H25.11.19

第６回
検討委員会
H31.3.28

次回以降
事業完了までの
進捗状況に合わせて

■世界遺産構成資
産、遺産影響評
価への対応

・対応状況の報告

■沿道まちづくり
の対応状況

・対応状況の報告
(世界遺産の7つ
の留意点を踏ま
えた沿道まちづ
くりの対応含む)

■上吉田地域のまちづくりの状況
■沿道まちづくりの方向性(案)
・浅間神社前ｴﾘｱ…「おし」、「てら」、
「かわ」をつなぐ地域と来訪者の結節点
・ﾘﾌﾚふじよしだ周辺ｴﾘｱ…道の駅と博物
館をつなぎ、市南側の「入口」としての
魅力づけ
■上吉田地域の歴史

■沿道まちづくりの
方針
・良好な街並み形成
・歩道空間との一体
的整備
・残地、ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ
の活用

■沿道まちづくりの検
討状況

・浅間神社前ｴﾘｱの空
間特性調査
・将来構想の改訂
・地元住民を対象とし
た勉強会の開催

■現状と課題
■整備方針
・玄関口にふさわし
い観光交流拠点の
形成
■整備の方向性

■現状と課題
■整備方針
・参道的空間の創出
■整備の方向性

■重点検討区間
の設定
・検討区間②

■重点検討区間
の設定
・検討区間①

■整備計画
・市の玄関口のｹﾞｰﾄ性の
演出
・沿道土地利用の変化に
対応した景観形成・誘導
・地域資源をつなぐ安全
で利用しやすい歩行空間

■整備方針
■断面構成
■歩行者動線
・富士山駅～北口本宮冨士浅
間神社の歩行者ﾈｯﾄﾜｰｸ
■吉田の火祭りへの対応

■沿道空間との一体的
整備の検討方針(案)
・公園との一体的整備
の検討
・市道整備と一体と
なった道路景観検討
■公園との一体的整備
ｲﾒｰｼﾞ

■景観重要公共施設の
方針(案)の策定

・整備の方針・道路占
用の許可基準

・指定に向けた取組

■道路空間の景観形成方針
・ﾃﾞｻﾞｲﾝの統一感による沿道の一体的な空間
の形成
・歴史・文化と豊かな自然環境の調和
・回遊性・快適性に配慮した歩行環境の実現
・将来のﾒﾝﾃﾅﾝｽ・利用しやすさへの配慮

※第5回検討委員会で修正

■市景観計画における景
観形成の方向性
・景観形成の理念と目標
・景観重要公共施設の指
定方針（国道138号は
候補路線）

■歴史的な位置付け
■ｲｺﾓｽ勧告をふまえ
た対応
■拡幅にあたっての
留意点

■世界遺産として
の富士山
■世界遺産構成資
産の視点からの
留意点

■世界遺産の視点から
の検討

・7つの留意点と対応
方針(案)

・対応方針(案)

■世界遺産構成資産へ
の対応状況
・保全状況報告資料の
提出報告（検討状況、
対応方針等）

■道路と沿道施設との
一体的整備の方針
■景観形成に向けた
具体的な整備内容の
検討
・自転車走行空間、
歩道舗装、防護柵、
照明、擁壁等の整備
の考え方

■景観重要公共施設の
指定に向けて
・整備の方針・許可基
準の確認(一部修正)
・段階指定の確認

■自転車走行空間の見
直し
■今後の検討委員会の
進め方

■沿道まちづくりの対
応状況
・世界遺産の7つの留
意点を踏まえた沿道
まちづくりの対応状
況の報告

富士吉田市
景観計画の展開
~国道138号(新屋
拡幅)の景観重要公
共施設への指定の

取組み~

リフレふじよし
だ周辺エリアに
おける景観整備

浅間神社前
エリアにおける
景観整備

世界遺産構成
資産への対応

沿道まちづくり
の取組み

その他

■重点検討区間①
・検討内容及び整
備方針の提示

■重点検討区間②
・整備状況の報告
(自転車走行空間、
照明等の整備の
考え方を含む)

■景観重要公共施
設の指定

・整備状況に合わ
せた段階的な指
定について

■遺産影響評価への
対応
・遺産影響評価ﾏﾆｭｱﾙ
と その対応にあ
たっての留意点

■重点検討区間②
・整備状況の報告

■国道138号新屋拡幅
の整備順序

■沿道まちづくりの
対応状況
・「横町・大門まち
づくりﾋﾞｼﾞｮﾝ」の
とりまとめの報告

■重点検討区間①
・神社前駐車場を中
心とした整備方針
の検討

黒字：報告事項
赤字：議論事項
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１. 前回までのおさらい

本検討委員会は、平成25年6月の富士山の世界遺産登録、平成25年10月の富士吉
田市の景観行政団体の認定を契機に、平成25年11月に設立され、御師住宅や北口
本宮冨士浅間神社などの世界遺産構成資産を抱える上吉田地域における国道の拡
幅に際し、道路と沿道が一体となった良好な景観形成・まちづくりの実現を図る
ことを目的としている。

これまで、平成28年3月に策定された富士吉田市景観計画に基づき、国道138号
の新屋拡幅事業と一体となった良好な道路景観の形成に向けた具体的な検討を進
めており、平成30年11月には、世界遺産構成資産としての留意点への対応方針
（案）を、ユネスコの諮問機関の一つであるイコモスに報告している。

1.2 検討委員会の経緯と目的

富 士
吉田市

国・県

富士北麓を代表
する落ち着きと
風格のある道路
景観の形成

国・県から
まちづくりへの支援

市のまちづくり
から国道への要望

・景観計画
・沿道まちづくり

・国道138号整備
（新屋拡幅）

・国道137号
・富士見バイパス

景観形成コンセプト(案)

図 1-1 沿道空間の良好な景観形成を目指した富士吉田市、山梨県、国の役割分担と協調

市の主要景観軸として相応しい沿道環境を創出するためには、図 1-2 に示す通
り、道路附属物・舗装等の道路空間デザイン(国)と、沿道建物の建替えや看板類
を含む工作物設置に対応する景観計画等による沿道まちづくり(市)が連携し、相
互に機能補完・協調する沿道空間づくりが有効である。

1.3 検討の枠組み

項目 内容 役割分担

Ⅰ．沿道まち
づくり

 沿道まちづくり（浅間神社前エリア）
 拠点整備（リフレふじよしだ周辺エリア）
 市道整備
 建築物の形態・意匠等の方針 等

市・住民

Ⅱ．沿道空間
(景観)づくり

 歩行者ネットワーク整備、歩行者空間整備
（セットバック、駐車場等）

 敷地内の植栽方針
 屋外広告物 等

市・国・
住民（民間）

Ⅲ．道路空間の
デザイン

 安全な道路空間、バリアフリー
 道路附属物（照明柱、柵類、植栽等）のデ
ザイン

 舗装高質化 等

国

段差解消

市道整備

転落防止柵

横断防止柵

照明柱

中央分離帯

屋外広告物

建物形態
・意匠

歩道舗装 生垣等

Ⅲ．道路空間のデザインⅡ．沿道空間づくり Ⅰ．沿道まちづくり

図 1-2 沿道空間の景観形成における役割のイメージ

（第6回検討委員会資料）
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１. 前回までのおさらい

新屋拡幅事業区間（2.6㎞）の周辺地域では、（仮）富士吉田南SICの開設に伴う道の駅リフレふじよしだ駐車場改修の整備や(仮称)富士の杜巡礼の郷公園の整備等が計画され
ているとともに、世界遺産構成資産の一つである北口本宮冨士浅間神社を中心とした歴史的な街並み景観の形成を図るまちづくりの動きが活発化している。これら沿道まちづく
りと一体となった新屋拡幅事業の整備推進を図るため、良好な道路景観形成に向けた先導的役割を有する浅間神社前エリアを重点検討区間①に、リフレふじよしだ周辺エリアを
重点検討区間②に位置付ける。

1.4 新屋拡幅に伴う周辺地域まちづくりの状況と重点検討区間

重点検討区間②

重点検討区間①

（仮）富士吉田南SIC

（仮）富士の杜巡礼の郷公園

※本図は検討段階のものであり、今後、市のまちづくりに合わせて変更する可能性があります。

沿道まちづくり
と一体的整備

重点検討区間①

北口本宮富士浅間神社の保全

公園計画と
一体的整備

重点検討区間②

既存林の保全

←眺望の確保

図 1-3 新屋拡幅に伴う周辺まちづくりの状況と重点検討区間

（仮）道の駅交差点

富士見公園前

富士見バイパス南

新 屋

上 宿

富士浅間神社東

（第6回検討委員会資料）
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１. 前回までのおさらい

1.5 自転車走行空間の見直し

図 1-4 矢羽根等を用いた自転車走行位置の明示箇所（直轄国道）

※一部区間で規制速度40km/hとなっているが、連続性を考慮するため、設置個所に含むこととする
※自転車専用通行帯の検討区間を含む

新屋拡幅区間は、山梨県の「山梨サイクルネット構想のサイクリングコース」
に含まれており、「矢羽根等を用いた自転車走行位置の明示」の優先整備必要箇
所としても位置づけられている。

車道路肩部への矢羽根の設置を基本とする。矢羽根の色・大きさ、サイン計画
について、周辺環境との調和を図るものとする。

（国道138号山中湖村区間）

規制速度：50km/h
片側の設置延長：約6.6km

規制速度※：50km/h
片側の設置延長：約15.0km

（第6回検討委員会資料）

■新屋拡幅区間の位置付け

■矢羽根設置の例 ■夜間視認性を高めるための矢羽根仕様

出典：山梨サイクルネット構想

新屋拡幅区間は、山梨県の「山梨サイクルネット構想」のサイクリングコース
に位置付けられ、「矢羽根等を用いた自転車走行位置の明示」の優先整備必要箇
所に指定されている。

また、現在、山梨県では山梨県自転車活用推進計画策定委員会を設置し、山梨
県自転車活用推進計画策定に向けた検討を行っている。

国道138号の山中湖村の区間は矢羽根による自転車走行空間が整備されており、
サイクリングコースとしての連続性、自転車利用に配慮した道路空間の形成が求
められることから、国道138号新屋拡幅区間においても車道混在による自転車走行
空間を設けるものとした。

自転車走行空間は車道部に1.0m以上設けるものとし、矢羽根や路面標示を用い
て明示する。

幅員構成 見直し前

幅員構成 見直し後

※富士北麓地域は、富士箱根伊豆国立公園内に位置しており、
周辺景観との調和を図る必要があるため、整備する際には、
設置間隔、彩度、明度に配慮する。
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２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

第６回検討委員会開催後、重点検討区間②の整備方針が決定し具体的な施設の検討に移行したこと、重点検討区間①がまちづくりの進捗に合わせ長期的なスパンで検討が必要
であったことから、検討委員会・作業部会の開催は進捗に合わせて開催することとし、これとは別に行政間調整会議を適宜開催してきた。

前回検討委員会開催から4年が経過し、重点検討区間①のまちづくりの調査研究がまとまったこと、重点検討区間②の整備が進んでいることから、第7回検討委員会を開催し、
現状の把握、及び今後の検討の方向性の確認を行う。

2.1 委員会の開催と関連事業等の状況

表 2-1 委員会の開催と関連事業等の流れ

年 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2 R3 R4 R5 R6～

検討委員会・作業部会

行政間調整会議

ま
ち
づ
く
り
関
連

景観計画

重点検討区間①
（浅間神社前エリア）

重点検討区間②
（リフレふじよしだエリア）

世界遺産

国道138号（新屋拡幅）

H25.11（設立） H31.2 R5.3

（進捗に合わせて開催）

（適宜開催）

１ ２ ３ ４ ５ ６

１ ２

７

R3.3 R4.3

景観行政団体

H25.10 H28.3

策定

調査
検討

良好な景観形成・まちづくりに向けた取り組み

●景観形成重点地区（候補地：北口本宮富士浅間神社前・国道138号沿道ゾーン）
●景観重要公共施設（候補例：国道138号・139号・富士見バイパス等）

地元住民とのワークショップ・勉強会

歴史文化基本構想 歴史的風致維持向上計画検討

富士の杜・巡礼の郷公園整備事業

市道 明見東通り線付け替え整備

登録

H25.6 H28.1    H30.11                      R3.3

ユネスコへ保全
状況報告書提出

ユネスコへ保全
状況報告書提出

設 計

先行整備箇所の用地調査・取得
H27.7

事業計画説明会
設計・用地説明会
（先行整備区間）

現在

先行整備箇所の整備

遺産影響評価
マニュアル運用開始

報告会

R3.11



至

山
中
湖

至 鳴沢村

国道138号 新屋拡幅
延長2.6km至 大月市

至

笛
吹
市

137

137

138139

139
河口湖IC

富士吉田市

富士吉田
市役所

上宿

富士浅間

神社東

新屋

富士見

バイパス南
富士見公園前

忍野入口

忍野村

富士
河口湖町

中増根

富士吉田忍野スマートＩＣ
（R4.7.24開通）

先行整備
延長0.9km

富士吉田忍野

ｽﾏｰﾄIC入口

道の駅 富士吉田

先行整備

重点検討区間①

重点検討区間②

約２ｍ

拡幅整備による課題：沿道との段差

平成30年度に重点検討区間②の公園と道路の一体的な景観形成に関する整備方針が決定し先行整備工事に着手している。
歴史資源を活かしたまちづくりを構想する重点検討区間①では、道路拡幅により高低差が大きくなる箇所もあり、段差を踏まえたまちづくりに時間を要している。

6

まちづくり検討委員会の経緯 まちづくりの方向性

現況はスロープ
により出入り

拡幅により高低差が大きくなる箇所もがある

平成25年度

平成26年度 H26.11.19

小学校ワークショップ（H26.4.21）

第１回 検討委員会 H25.11.19

地区ワークショップ
（H26. 5 新屋・上宿地区）
（H26.10 新屋・上宿地区）

第２回 検討委員会 H26.3.25

景観法に基づく景観行政団体
(H25.10)

景観法に基づく景観行政団体
(H25.10)

H27年度 景観計画の策定H27年度 景観計画の策定

第３回 検討委員会

住民説明会 （H27. 7.13-15）
まちづくりワークショップ
（H27. 9 第１回）（H27.11 第２回）

平成27年度

平成28年度 第４回検討委員会 H28.7.6

富士吉田市の動向 国土交通省の動向

新屋拡幅新規事業化（H24）新屋拡幅新規事業化（H24）

富士吉田市総合計画（H20）、都市計画マスタープラン（H25）

平成29年度 第５回検討委員会 H30.2.27

平成30年度

第６回検討委員会 H31.3.28

第６回以降は行政間調整会議を適宜開催

現況

約１ｍ

重点検討区間①：歴史資源を
活かしたまちづくり

重点検討区間②：富士北麓に
ふさわしい沿道景観づくり

沿道建築・植栽等の統一
富士山の眺望を活かした景観形成

新屋拡幅先行整備工事着手（H30）新屋拡幅先行整備工事着手（H30）

まちづくりの
重点検討区間

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

第１回 行政間調整会議

第２回 行政間調整会議

R3.3

R4.3

図 2-1 まちづくり検討委員会の経緯

図 2-2 まちづくりの方向性

重点検討区間② 整備方針が決定し、先行整備工事が進行中。

重点検討区間① 段差を踏まえたまちづくりに時間を要している。
先行して渋滞要因の交差点部の整備に着手。

魅力ある街のデザイン調査研究
横町・大門まちづくり報告会（R3.11）

2.2 まちづくり検討委員会の経緯とまちづくりの方向性

世界文化遺産構成
資産の保全・活用



令和3年11月2日供用

交差点改良前

交差点改良後

至河口湖

至山中湖

富士吉田忍野スマートIC
入口交差点

至河口湖

至山中湖

通り抜け不可
（公園整備）

富士吉田忍野スマートIC
入口交差点

7

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

平成30年度から先行整備工事に着手していた富士吉田忍野スマートIC入口交差点が令和3年11月2日に暫定供用している。
2.3.1 国道138号 富士吉田忍野スマートIC入口交差点の改良

図 2-3 富士吉田忍野スマートIC入口交差点の改良 図 2-4 富士吉田忍野スマートIC入口交差点の整備状況

駐車場
入口

駐車場
入口

富士吉田忍野
スマートIC

富士吉田忍野
スマートIC

2.3 重点検討区間②（リフレふじよしだ周辺エリア）の整備状況



ふじさんミュージアム

御師住宅
（小佐野家）

旧宮下家
住宅

■令和3年度
市道付替え完了

：付け替え前
：付け替え後

鐘山の滝

■令和３・４年度

：公園整備エリア

：整備済

■令和３－５年度
旧宮下家移築工事

8

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

富士吉田市では、富士吉田忍野スマートICの設置を契機に、新たな玄関口となる周辺エリアの整備を進めている。
公園整備が概ね完了しており、また「旧宮下家住宅」の移築工事を進めている。

2.3.2 富士の杜・巡礼の郷公園の整備状況

図 2-5 富士の杜・巡礼の郷公園の整備状況

至：富士吉田忍野スマートIC

至
：
河
口
湖

至
：
山
中
湖



9（第6回検討委員会資料）

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

（重点検討区間②の過去委員会の資料抜粋）



10（第6回検討委員会資料）

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

（重点検討区間②の過去委員会の資料抜粋）



11（第6回検討委員会資料）

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

（重点検討区間②の過去委員会の資料抜粋）



• 公園のエントランス部の舗装は整備済。
• 今後、道路側の歩道の舗装を整備予定。

• 電線は今後地中化される。

• 照明・信号機は共架とし、周辺施設と統一された色彩のものに
変更される予定。

12

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況
（重点検討区間②の現在の状況）



13（第6回検討委員会資料）

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

（重点検討区間②の過去委員会の資料抜粋）



• 公園と道路を一体的で開放感のある空間として整備。

• 周辺施設と統一された色彩で透過性のある防護柵を設置。

• 電線は今後地中化される。

14

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況
（重点検討区間②の現在の状況）



15（第6回検討委員会資料）

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

（重点検討区間②の過去委員会の資料抜粋）



• 照明・信号機は共架とし、周辺施設と統一された色彩のものに
変更される予定。

• 電線は今後地中化される。

16

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況
（重点検討区間②の現在の状況）



17（第6回検討委員会資料）

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

（重点検討区間②の過去委員会の資料抜粋）



18

• （左下写真）交差点付近は法面処理とし、人工物による自然景
観への影響を軽減。

• （右下写真）擁壁の前に中低木の植栽を行い、圧迫感を軽減。
（冬期で葉が落ちている）

• 電線は今後地中化される。

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

（重点検討区間②の現在の状況）



令和３年３月に発行された「横町・大門まちづくりビジョン2020（「まちづくりビジョン」とする）」は慶応義塾大学SFC研究所から富士吉田市に提案したまちづくりのビジョ
ンであり、国道138号拡幅に伴う横町・大門地区（浅間神社、国道138号、西念寺を中心とした地区）のまちづくりのアイデアをとりまとめたものである。

浅間神社前のビジョンは、『神社・まちへ集い発つ杜のひろば』とされており、自動車・自転車で集った人々が目的地へとそれぞれ発っていくエリアとして位置づけられてい
る。このエリアは、浅間神社の正出入口の正面に位置し、大鳥居前の横断歩道の整備や駐車場の整備、コミュニティスペースの設置が提案されている。

図 2-6 「横町・大門まちづくりビジョン2020」の目次構成 図 2-7 浅間神社前広場：神社・まちへ集い発つ杜のひろば
19

２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

2.4.1 「横町・大門まちづくりビジョン」のとりまとめ

出典：「横町・大門まちづくりビジョン2020」 出典：「横町・大門まちづくりビジョン2020」

2.4 重点検討区間①（浅間神社前エリア）の検討状況
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２. まちづくりの検討・事業の進捗状況

令和3年11月に西念寺において、上吉田地区、西念寺周辺住民の方々にお集まりいただき、東京大学大学院の准教授の中島先生より、地域の皆様に対して、これまでの連携事業
の成果についてご報告会を開催した。今後は、国道138号の進捗状況を踏まえながら、周辺住民の方々に情報開示・情報発信をして行く予定である。

2.4.2 横町・大門まちづくり報告会の開催



３. 今後の進め方

重点検討区間②

富士吉田忍野
スマートIC

図 3-1 国道138号 新屋拡幅事業 概要図

富士吉田忍野
スマートIC入口

富士見公園前

富士見バイパス南

新 屋

上 宿

富士浅間神社東

重点検討区間①

富士の杜・巡礼の郷公園

先行整備個所
（右折レーン）

先行整備区間

Ⅰ 浅間神社前

L=0.7km

Ⅱ 新屋交差点～

富士見バイパス南交差点

L=1.1km

Ⅲ 富士見バイパス南交差点～

富士見公園前交差点

L=0.8km

21

3.1 次期整備予定区間

国道138号新屋拡幅事業としては、先行整備区間のうち重要検討区間②の整備が進められており、ひきつづき先行整備区間である富士見バイパス南交差点までの区間の整備を行っ
ていく。また、並行して先行整備個所の上宿交差点と新屋交差点の右折レーン設置の事業に着手している。

次期整備区間は、4車線道路から2車線道路となるためボトルネックとなっている上宿交差点側（Ⅰ工区）からの４車線拡幅を予定する。

４車線２車線

次期整備予定区間

R4.7供用

整備順序 1 Ⅲ工区 富士見バイパス南交差点～富士見公園前交差点 整備中：重点検討区間②（リフレふじよしだ周辺エリア）

2 Ⅰ工区 浅間神社前（上宿交差点～新屋交差点） 事業着手：上宿交差点、新屋交差点の右折レーン

3 Ⅱ工区 新屋交差点～富士見バイパス南交差点



３. 今後の進め方
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3.2 次期整備予定区間（Ⅰ工区）の進め方

3.2.1 整備に向けた課題と対応方針（案）

3.2.2 今後のスケジュール（案）

• 世界遺産にふさわしい景観等に配慮したまちづくりとの整合が求められる。

• 事業化後10年が経過しており、着実な事業進捗が望まれる。

• 「魅力のある街のデザイン調査研究」においてまちづくりのビジョンは示されているものの、今後はビジョンで示されたア
イデアを実際の計画にどのように反映していくのか具体的な検討が必要となる。

• 拡幅によって生じる道路と北側沿道との段差によって、地域の一体感が失われないように配慮する必要がある。

• 神社前駐車場は、拡幅によって大幅に減少するため、拡幅事業に合わせて必要な駐車容量を確保する必要がある。

事業の課題

まちづくりの課題

 舗装やサイン、ストリートファニチャーは富士山駅から浅間神社まで統一感のあるものとする。

 神社前駐車場付近について、駐車場の容量確保を含めた面的な整備方針を設定する。

 道路と北側沿道の段差の処理は、面的な改変が最も小さい擁壁・斜路を基本とする。まちづくりの方針と整合を図りながら
道路設計において可能な範囲で段差を縮小できる工夫を行う。

 2年間を目途に道路設計を完了する。

対応方針（案）

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
H31
/R1

R2 R3 R4 R5 R6 R7～

事業着手

まちづくり検討委員会 進捗に合わせて適宜開催

Ⅰ
工
区

測量・調査・設計

用地

工事

先行整備箇所
（上宿・新屋交差点の右折レーン）

都市計画決定 ● ● 事業化

①② ③ ④ ⑤ ⑥ ○ ○ ⑦（○：行政間調整会議）

R2用地着手 用地取得後、工事着手

用地幅杭設置 ●

現在



３. 今後の進め方
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図 3-2 神社前駐車場付近の整備イメージ

3.2.3 神社前駐車場付近の整備イメージ

神社前駐車場については国道拡幅により駐車容量が大幅に減少することから、今後富士吉田市では、「横町・大門まちづくりビジョン」で示された研究成果を参考に、駐車場の
機能確保を中心とした浅間神社前エリアの整備方針の検討を進める予定である。



３. 今後の進め方
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工夫の例 留意点

A.横断勾配を片勾配とする ・前後区間との摺り付け

B.上下線を分離して段差を設ける ・交差点部では高さを揃える必要が
ある

C.横断勾配を片勾配とし、上下線を分離して段差を設ける（A＋B） ・前後区間との摺り付け

・交差点部では高さを揃える必要が
ある

3.2.4 段差への対応方針（案）
国道138号の拡幅に伴い、国道北側において段差が大きくなる箇所がある。道路と沿道が一体となったまちづくりを実現するため、道路設計で可能な範囲で段差を小さくする

工夫を行う。

道路と沿道が一体となったまちづくりの実現のためには、
段差は小さい方が望ましい。

また、沿道乗り入れが必要な場合、段差が概ね1m未満で
あればスロープでアクセスが可能であるが、1mを超える場
合、状況に応じた個別の対応が必要となる。

そのため、道路設計で可能な範囲で段差を小さくする工
夫を行う。

■スロープによる沿道乗り入れのイメージ

■段差を小さくする工夫の例

（段差：概ね1m未満）

・今後、具体的な設計を進めていく上で、上記のような横断構成を用いながら、段差を小さくできる縦断線形を検討していく。
・路面排水が通常の設計と異なるため、適切に処理できるよう配慮する。



25（第6回検討委員会資料）

３. 今後の進め方

（重点検討区間①の過去委員会の資料抜粋）
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４. 世界遺産への対応

項目 保全状況報告書に記載した対応方針 分担

①構成資産間の

つながり

○御師住宅から北口本宮に至る参詣路を、歴史資料等を踏まえて、来訪者が

構成資産のつながりを感じながら歩けるようにするために、相互の物理的

な連続性を考慮した手法について工夫する必要がある。

○そのため、富士山駅から御師住宅を通り北口本宮へ至る経路を「歴史的な

道」と「実際に来訪者が歩く道」に分けて検討し、国道137号と国道138号

の歩行環境の統一を図る。

・国道137号の既設歩道舗装である自然石舗装を国道138号の一部に用いる。

・富士山駅から北口本宮まで統一した説明・サイン・ベンチを設置する。

国

・

市

②参道前広場等 ○北口本宮前の道路は、登拝の前の富士講の人々が同社に参詣する際に待機

した場所という歴史性を踏まえる必要がある。

○そのため、北口本宮参道前の道路北側に、来訪者が歴史性を感じられるた

まり空間（小広場）を設置する。

・北口本宮鳥居、参道の荘厳な歴史性を感じられる視点場（スポット）とす

る。

・休憩施設や説明版を整備し、おもてなしに配慮した設えとする。

市

③旧鎌倉街道

三角地帯

○北口本宮周辺を中心に、国道138号の歴史的景観の維持・再生・改善に配

慮する必要がある。

○2015年2月に策定された北口本宮富士浅間神社整備活用構想において、

「旧鎌倉街道であった箇所であり、旧道にふさわしい整備を行い、サイン

を設置する」こととしている。

市

④上宿交差点 ○胎内道に向かう道路を確保する必要がある。

○そのため、周辺の歴史的資源と巡礼路の関係性を今に伝える歩行環境の形

成を図る。

・胎内道との連続性に配慮した歩行ネットワークを維持、形成するための説

明・誘導サイン等を設置する。

市

⑤ヤーナ川 ○拡幅予定道路を横断して国道137号と並行に御師住宅の敷地内を流れる、

精進潔斎に使用された水路（ヤーナ川）を維持する必要がある。

○そのため、国道138号とヤーナ川との交差部には、水辺空間（水の流れを

感じる広場等）の形成を図る。

市

⑥西念寺周辺 ○拡幅予定道路両側の区画（町割）を維持することにより、16世紀以降の上

吉田の御師町形成の歴史的景観の維持・再生・改善に配慮する必要がある。

○そのため、現状の地域の生活環境に配慮しつつ、大門を活用した歩行空間

の形成を図るなど、歴史的景観の維持・再生に配慮した土地利用、動線計

画を検討する。

市

⑦まちなみ整備 ○国道137号の両側の区画（町割）を維持することにより、16世紀以降の上

吉田の御師町形成の歴史的景観の維持・再生・改善に配慮する必要がある。

○そのため、今後、富士吉田市景観計画に基づく景観形成重点地区として、

地域との連携を図りながら、策定中の富士吉田市歴史文化基本構想にに

沿った景観形成指針・ルールづくりを検討するなど、良好な景観形成を進

める。

県

・

市

平成30年11月にユネスコ世界遺産委員会へ保全状況報告書を提出している。
今後、対応方針の内容に変更があった場合は報告書の再提示が必要となる。

表 4-1 保全状況報告書に記載した対応方針

図 4-1 対応方針の位置図

4.1 保全状況報告書の対応方針の確認



４. 世界遺産への対応

事業開発等による世界遺産への影響について、事前の予測評価が求められており、富士山においても遺産影響マニュアルを作成して令和3年4月から運用を開始している。
構成資産内、緩衝地帯を含む周辺において計画されている開発行為等が、富士山の価値に影響があると判断された場合、遺産影響評価を実施し、評価結果をユネスコに報告する。

影響の評価にあたっては、負の影響のみならず、正の影響についても予測・評価する。
まちづくり・拡幅事業ともに評価対象となるため、富士山世界文化遺産協議会の学術委員会の委員に意見を伺いながら遺産影響評価書の作成を進める。

4.2 遺産影響評価への対応

図 4-2 構成遺産、緩衝地帯及び保全管理区域の範囲図
出典：遺産影響評価マニュアル（案）

図 4-3 遺産影響評価の流れ

図 4-4 遺産影響評価の実施体制図（概要） 27
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